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第 1 章は UC)-x Nx の帯磁率 x (4 ~1l000 K) を測定した結果についてのべている。 UNの X は52 U
Kで反強磁性一常磁性転移を示す最大値を示した。 x のこの最大値は UN から 50%UC までの固溶体
に観測され、ネール点 TN 、キューリ常磁性温度 θ は、 x の値によってあまり変化しなかった O しか
し常磁性領域での有効磁気能率は x必に比例し UN における値から x の減少とともに減少した。 x 孟
0 .4では温度にほとんど依存しない常磁性帯磁率を示し、その絶対値は x の増加とともに UCの値から
増加した。これらの挙動は反強磁性体 UC1-x Nx では伝導電子である75電子と局存した5f電子との R
KKY相互作用を考え、また常磁性体 UC )-x N x では5f電子はなくなりパウリ常磁性のみが残ると考
えると良く説明しうるとのべている。
第 2 章は UC)-x Nx の電気抵抗 p (4 ~ II 000 K) 熱起電能 S (80~8000 K) を測定した結果である。
反強磁性体UC)-x N x の p はネール点で温度係数の減少がみられたO また p の値は UN から UC にわ
たり減少し、その組成依存性は UCの値と UNの値との一次結合より負にずれた関係にある。反強磁
性体 UC)-x N x の p-T曲線から磁気スピンの散乱項 Pm ∞を求め、 UNでは72μ .Qcmの値を、 UC
)-x N x では P m coCX X 5 の関係を得ている。これらのことについて RKKYモデルで論議した結果、ス
ピン s に対して P mcoCX S ( S + 1 )の関係が成立することが分ったとのべている。
次に UC )-x N x の S は総体的に正であり、低い測定温度範囲では温度とともに直線的に変化してい
る。 dS/dTからフェルミ準位での状態密度の組成変化を求め、 UC)-x Nx について定性的なバンドモ
- 392 ー
デルを提案している。
第 3 章は UC l-y Oy の X 、 p 、 s (80~300o K) わよび熱拡散率α(室温~8000 C) を測定した結
果である。 x は温度に依存せず y とともに増加した。ただ U Cl-x Nx では X は x とともにほぼ直線的
に増加するのに対して、 UCl-y Oy では y 豆0.05の範囲で X は y とともにあまり変化していなかったo
p も y とともに増加したが、 UC 1-x N x にくらべて顕著で、なかった。 s は y が増加しでもあまり変化
しなかった。このように UC に酸素を固溶させた場合には窒素を固溶させた場合にくらべてや、異っ
た効果を示した。この点については UC ト y 0 y の格子定数の変化から、原子間距離の変化にともなう
バンドの形の変化を考慮して考察している。また UC 1-y Oy の格子定数の挙動についても考察を加え、
UC に酸素がとけ込む際、酸素は 0 2 - イオンの型をとるのではないかと提案している。熱拡散率 α か
ら求めた熱伝導度は酸素量の増加とともに減少しているが、ごれらは固溶体生成により、フォノンー
フォノン散乱が増加することによるのであろうと推論している。
総括は以上の結果をまとめたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文は、今后の核燃料として有望視されているウラン炭窒化物ウラン炭酸化物の磁気的、電気的
性質について研究し、考察を加えたものであってこれによりこれら固溶体の状態が種々明らかとなっ
たO このことはウラン炭化物、窒化物の性質についても多くの示唆を与え、核燃料の開発ならびに原
子力工学に寄与するところが大きく、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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